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柳田国男監修教科書と現代の先進的実践を架橋する観点から
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はじめに

第八次学習指導要領 (2008)においては、学校教育

全体で「言語活動の充実」力`目指される一方、国語科

には「基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を

探究することのできる国語の能力を身に付けること」

が求められた。教育課程において国語・国語科教育を

構造化し、思考・認識の過程に働く言葉を獲得させそ

の活用力を伸長する。以上の立場は、言葉の教育にお

いてこれまでも重視され、かつ今後も引き継がれてい

くであろう「不易」の部分であると考えられる。大正

自由主義教育や戦後新教育期に展開された問題解決学

習、現在進行中の中央教育審議会において論議されて

いるアクティヴ・ラーニングがその代表的なものであ

る。

本稿は、以上の学校教育全体で培うべき言語力を育

成する上で国語科はどのような点を核とすべきか、国

語教育史と現代の先進的実践とを架橋する視点から明

らかにすることを目的としている。これまで国語教育

史研究の「第二次的研究」という視点から、その研究

手法の妥当性を検証してきた (坂 口2015)。 また下記

①と②に共通する観点として、意思決定過程における

選択する・再出する行為の有用性を抽出し考察してき

た (坂 口2013a・ 2013b・ 2013c)。

①昭和20年代の教科書 (国語科 。社会科)やカリキ
ュラムを手がかりにしながら、そこで目指された

言語力の体系と育成について検討する。

②現在行われている先進的実践の分析を基に、課題解

決の発見・追究・解決の過程に働く言語力の体系と

その育成のあり方について明らかにする。

ここで言う「選択する」は、授業構想の様々な位相

に働く現象・機能である。認識能力の中で重点化し、

その行為化までを目指して螺旋的かつ系統的に支援す

る対象である。また、指導者が学習の場に意識化する

ことで、認識対象・認識能力・認識活動の動的連関を

起動する機能でもある。学習者は「選択する」場に立

たされることで判断しようという意識・思考が活性化

する。その過程においては経緯や理由を言葉化してよ

り綿密な判断をしようとする。この [意識→思考→言

葉]の連関により生み出される言葉化を総称して「再
出する」としている。これは再話、説明、要員́や要旨

の再構成、表現形式の転換、空所の想像等、根拠ある

いは根拠を関係づけて生み出される表現行為の全般で

ある。

本稿は、新たに柳田国男監修中学校国語教科書 (昭

和28・ 29年度版「改訂 新しい国語」 :以下「中学校
編」)を取り上げ、すでに検討した小学校教科書 (以
下「小学校編」)を含めて、言語力のどのような体系
と育成のあり方が提案されているかを検討する。さら

に現代の実践から芳賀純一実践 (小学校).下 田実実
践 (中学校)に注目し、柳田教科書とどのような関連
が認められるかを考察する。以上を通して、国語科教

育が今後目指すべき方向性について検討を加えたい。

*静 岡大学教育学部
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1 「改訂 新しい国語」の特色
1 1 「中学校編」の特色
「中学校編Jは全6冊、各学年上・下巻からなる。

編集委員は岩淵悦太郎、大藤時彦、手崎政男、中島武

雄、林大、増淵恒吉、鎗田亀次、菅原芳郎である。柳

日の片腕とされる大藤は「小学校編」「日本の社会」

の編集にも携わつた人物である。また国語学を専門と

する岩淵と林、戦後高等学校の研究実践を牽引した増

淵がメンパーであることが注目される。

「中学校編」の特色は、以下の3点に整理できる。

①問題の発見・追究・解決の過程に働く言語力育成に

主眼がおかれ、最終的に、真理探究にむかう態度や

研究姿勢の養成が目指されている。

②問題を発見する上で、対象をどのように観察・分析

し記述するかという過程が重視されるとともに、誤

解のない正確で適切な表現や、目的にふさわしい叙

述・文種・構想等をどのように選択するかに指導の

重点がおかれている。

③読書意欲の涵養を土台としつつ、教材に長文を採用

したり「長文を読む」単元を各学年に配置したりす

ることで、大要や要旨を把握し表現する方法を具体

的に指導している。摘要、図示化等を問題の探究過

程における方法・活動として位置づけている。

教科書巻頭 「学習のめあて」は
「単元」「ことばのカ

を伸ばすためにJ「生活を高めるために」から構成さ

れている。その「ことばの力を伸ばすために」を通観

すると、上記①～③の方針が端的にみてとれる。以下

確認しておこう。

問題の発見に関しては「細かい観察の表されている

ことばを読みとる」 「事実の観察に立った文章の持つ

力を読み味わうことができる」 (1年下)、 「事実を

注意深く見極める心構えを養 う」 (2年上)、
「身近

な生活の中に問題を発見する自を開く」 (2年下)等

がある。問題の追究に関しては、文章 (特に長文)や

講演、会話・対話の内容について
「書き抜きをあとで

利用できるように書きとめる」 (1年下)、
「必要な

メモが書けるJ「大意や要旨をとらえる方法を理解す

るJ」 (2年上)、 「人の話を聞いて聞き書きを作る

」 (2年下)等がある。

第 1・ 2学年において重視されているのは、事実に即

すという観点からどのような表現を選択して再出する

のかという点と、問題解決のために情報・叙述をどの

ように選択してどう再出するのかという点である。以

上は方法や活動として明示されつつも、行為化を目指

して徹底して反復されている。

第2・ 3学年では、以上の学習を基盤とした真理探究

単元が配置されている。生活や言葉に目を向け、問題

をどう発見するかに重点がおかれている。それぞれの

単元名を (資料1)に示した。

単元は大きく3つに分類できる。①言葉・表現、②

能力 蘇ヽ能、③主題・テーマである。言葉・表現に関

する単元は、文字やことば、日記や伝記、詩や紀行、

戯曲や小説、古典等を対象として、複数教材を扱う探

究型単元である。一方、2年段階までは②能力・技能

を集中的に扱い、3年段階で③主題・テーマ学習に接

続していることも特徴的である。「話しあい」「長文

を読む」「要点をとらえるJ「ことばの働き」等から
「世界をつなぐ」「ユーモアJ「学びの道Jへの接続

である。3年下巻は以上を融合した単元が設定されて

いる。「ことばを生かすJ「探求の精神」「真意をと

らえる」等は、言葉や「ものJ「こと」を対象とし、

その真理を探究する上での態度や研究姿勢の養成を目

指すとともに、選択する。再出する上での観点を今一

度振り返る学習ともなつている。

1 2 「中学校編」の教材と手引き
教材と手引きについては、以下の3点についてその

特色を整理しておく。

一つに、選択する意識の醸成が、単元構想や教材提

示、手引きの工夫により繰り返し図られていること。

選択する意識の醸成は、次の5点で図られている。

①目的に応じた叙述の選択意識

②場に即した表現の選択意識

③表現形式や文種の選択意識

④構造の選択意識

⑤方法の選択意識

二点日に、内容・表現の両面において、モデルや型

・方法が具体的に提案されていること。問題の発見・

追究・解決の各過程においてどのような認識や態度を

とるべきかが教材内容として採択されるとともに、提

示されたモデル自体を判断し評価する学習が提案され

ている。

三点目に、テクス トの伝承・創出という観点から、

選択する 。再出する行為が取り上げられていること。

昔話や伝説、「いろはかるたJや説話文学、小説や古

典等については、表現の仕組みを再話や書き替えとい

つた活動を通して学習させている。

以下、言葉・表現を扱 う単元群から特徴的な単元を

取り上げ、検討を加えてみたい。

(資料 1)「中学校編J単元

2年上 3年■ 0年下

話しあい おおぜしヽこ向かつて ―戯由

二ありのままに 二詰のこころ 二ことばを生かす

二晏文を読む 三わかりやすく 三探求の精神

四要点をとらえる 四世界をつなぐ 四真意をとらえる

五ことばの働き(― ) 五研究報告 五小説

大文字について 六紀行 六自然と人カ

七文化の歩み 七ユーモア 七古典

′ヽ日配 人書のことばと今のことば ノヽ社会人として

九こと1まの働きく二) 九学びの道 九実生活に触れて

十伝記 十ことばを育てる +はなむけのことば
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(1)単元 r日記」 (2年上巻 )
同単元の目標は 「1日 記をつける意義を理解する」
「2日 記を書く場合の心得を身につけるJ(「 ことば
の力をつけるために」)、 「日記をつけることによつ

て、日々の生活を反省し、その充実に努めるJ(「生
活を高めるために」)である。小単元は「一生活から
」 「二学級 日記」 「三日記についてJから構成されて
いる。

(資料2)「学習のたすけ」―単元「日記」―

一 日記をつけていたら、次の点を発表しあおう。
1いつごろ始めたか。/2ど ういう動機で始めたか。

二 日記の種類をあげてみよう。
三「生活から」について次の点を話しあおう。

1書き手の人がら/2文章の特色

四「日記について」の中から、日記の書き方に関して

注意しなければならない点を抜き出し、箇条書にま

とめてみよう。

五 右の箇条書きに基づいて、「生活から」と「学級
日記」とを批評してみよう。

六 次の日記を書く場合、そうしても落してはならな
い事項は何か、考えてみよう。/1観察日記/2旅行

日記/3作業日記

七 めいめい日記を書いてみよう。

注目したい第一は、学習者個々の言語生活に対して

日記という表現形式がどのような機能をもつかを学習

対象としていること。第二に、目的に即して叙述を選

択させ、それを観点として実際の日記や 日記に関する

文章を批評させていること。第二に、日記をさらに細

分化した形式を比較することで、それぞれの独自性を

認識方法という側面から検討させていること。

以上の学習を通して、日記という表現形式がどのよ

うな特色をもつか、実際に日記を書く場合、対象の何

をどのように選択 しどのように言葉化 (再出する)か
が明確になつていく。また自身の日記のみならず、そ

の生活・言語生活を批評する観点も獲得することがで

きるだろう。

(2)単元「学校生活」 (1年下巻 )
モデル (教材)力 批`評の対象となる学習は、各学年

で繰 り返し設定されている。学級新聞を取り上げた単

元 「学校生活」は、日標を「学校生活について話しあ

つたことをよく実行に移す態度を養 う」とし、事実認

識と表現との関係を問題にしている。

実際の教材は、出来上がった学級新聞 (「朝風新聞

」)と ともに、編集会議や話し合いの様子が話し言葉

で再現されている。記事の選定、名前の決め方、見出

しやカットの付け方、記事の内容の紹介が実際にはど

のように進められたのか、生徒たちの話し言葉がその

まま教材となっている。手引きに「『朝風新聞』につ

いて次のことを批評しあおうJと あり、「1それぞれ
の記事は新聞記事に必要な条件を満たしているか 2
見出しのつけ方は適切であるか 3各種類の記事の割
合は適当であるかJ等がある。
同単元は、新聞記事に必要な条件や編集要領を理解

すること、記事にふさわしい文章を書くこともまた 「

めあて」となつている。しかしながら同時に、新聞作

成の過程で行われる話し合いの方法や、言葉や構想を

どう吟味し事実に照らして選択するかに重点がおかれ

ている。作成された新間が、実際の学校生活をいかに

認識した内容・表現となっているか。それを問う上で

以上の学習過程が重要であることを提案している。

(3)単元「昔話と伝説」 (2年下巻 )
小説や古典といったジャンルにおいても、真理探究

学習を目指し選択する 。再出する行為を重視するとい

う方針は一貫している。学習者をテクス トの伝承・創

出の場に立たせようとする意図も見てとれる。

単元「昔話と伝説Jは、昔話や伝説をテクス トとし
て扱い、個々の国や土地、各時代において創出され伝

承されてきたものが現代まで伝わつてきていると把握

している。その現象自体を理解し、伝承や創出の先端

に立たせることが教材化の主眼である。

小単元は「1海の水はなぜ辛い」 「2すずめ恩を報ず

ること 宇治拾遺物語」から構成されている。実際の
伝説 (「塩吹きうすJ他)や、昔話と伝説についての
解説文を読むことに加えて、以下の学習が提案されて

いる。

(資料3)「学習のたすけJ―単元「昔話と伝説J―

一 次のことが説明できるようにしよう。
1昔話と伝説とはどう違 うか。

2昔話はどのようにしてひろまっているか。

二 年寄りを尋ねて昔話や伝説を聞き、それを書きとめ
てみよう。

三 めいめいの開き書きを集めて、一冊にまとめてみよ
う。

四 昔話や伝説を中心としたお話会をやってみよう。

実際に話を集め、比較したり分類 したりする段階を経

て、 「昔話J「伝説Jそれぞれの語の意味を実態に即
して選択し記述する学習である。また 「どのようにし

てひろまつているかJを調べ、 「お話会をやってみJ
ることも求めている。

1 3 選択する・再出する行為の体系・系統
以上に概観した 「中学校編」と「小学校編」 (2013

a・ 2013b)と の関連、選択する 。再出する行為がどの

ような体系・系統をもつて具体化されている力ヽ こつい

て以下、検討する。

両編において一貫しているのは、真理探究に関する
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態度・能力の育成である。問題の発見・探究・解決の

過程に関わる言語力の育成は、種々の観点から図られ

ているが、その主なものとして以下がある。

○事象の感受・観察・分析にかかわる語・意味の選

択

○問題解決 (目 的や場)に即した語・叙述の選択と

関係づけ

○問題解決 (目 的や場)に即した表現形式・構想・

方法の選択

○類義の語、同内容の表現形式の比較・選択

思考・認識力を育てるという場合、選択は、語の選

択という立場から一般に論じられる。柳日教科書は中

でも、その語がどのような事象や対象を選択している

か、その内実と外延を問うことを徹底的に追求してい

る。そこでの発見や価値づけが言葉化される際、事象

や対象にかかわる思考・認識がより深められるという

立場である。

選択する・再出することが行為化されるために、知

識・技能のモデルが周到に準備されていることにも注

目しておきたい。 [行為→知識・技能のモデル→高次

の行為]と いう循環が、「小学校編J「中学校編」そ

れぞれの段階で積み重ねられている。それは直接的な

感受・行為をどのように経験させ、それをどのような

知識・技能と関連させて理解・獲得させつつ、さらな

る高次の行為に昇華させていくかという段階である。

重視されているのが再出する行為であり、[見る .読

む・聞く→書く・話す→見る・読む・聞く→書く・話

す・・]が一連の行為となるべく、繰り返し提案され

ている。そこで見る・読む・聞く対象となるモデルは

理解し習得し継承すべき型であると同時に、批評すべ

き再構築すべき対象でもある。 「中学校編」で検討し

たように、批評し再構築する観点は真理探究の態度で

あり、「人間」や [言葉」のあるべきモデル追究とい

う方針は一貫している。

小・中学校の系統について重要な観点を整理したの

が (資料4)である。ここで取り上げておきたいのは

小・中学校それぞれにおいて事実認識という点が基本

となつていることである。「小学校編Jでは低学年段

階から事実を様々な観点から取り上げつつ、高学年段

階で「事実をどう記録し、どう批評するか」を「自分

たちの経験や生活をメタ的にとらえる批評眼を育て、

記録に多様な表現形式があること」を学習している (

2013b)。 「中学校編」は以上をふまえつつ、もう一

度原点に返り、事象と表現との関連に立ち返つて学習

が開始されている。問題の発見・追究・解決の一歩に

実証的な認識形成がおかれていることに注目しておき

たい。

(資料4)柳田国男監修国語教科書の系統

2 現代の実践
現代の実践から下田実実践 (中学校)と芳賀純一実
践 (小学校3年 )を取り上げ、その特徴を検討する。
2 1 下田実実践 (静岡市立安倍川中学校)
(1)「探す」「関わる」を核とした学習構想

下田実実践は「探す」「関わる」という問題解決にか

かわる態度・能力を核として構想されている。国語科

と他教科・他領域 (行事、総合的な学習の時間、道徳等)

を総合した言葉の学習が、カリキュラム・マネジメン

トの発想から展開されている。2007～2013年度、静岡

市立城内中学校・同安倍川中学校で行われた主な実践

を整理したのが、次頁の (資料 5)である。
(2)「物語の共有」と「選択する・再出する」
すでに別稿で検討を加えた「物語の共有」という点

について、まず確認しておく (2013c)。

選択する行為
選択する対象・思考
技能 再出する行為

低学年

ある観点から着目
すべき叙述を選択
する

客観的な叙述(形

容、47動、場所、順

序等)

見たもの確験したこ

とについて話す

長

■

を

読

み

通

す

主観的な判断(おも

しろいところ、心に

残ったところ)
視写する

給と文との関係づけ

(類推)

中学年
関係づけるべき叙

述を選択する

叙述同士の関係づ

け

再話する(読んだも

の)

理由や語について説
明するづけ

抽象と具体の関係
づけ

書き抜く(メモする)

事実諄 実の関係
づけ(比較・類推)

自分の経験したこと

を記録する

高学年

評価すべきモノ・コ

トを選択する
要点を書く

関係づけ

事実に即した表現

を選択する
観点にそつて内容を

書き替える(物語●

シナリオ)
づけ

募口 ,皇ロル0レ

“

想像できることを書く

中学校

目的に応じた叙述

を選択する

モデル(表現,内容)

諄 実・経験との比

較

撮点にそつて内容を

書き替える(新聞●ラ

ジオ)

目的や場に即した

表現形式・文種・

構想″選択する

表現形式と表現形

式との比較

大意と要点、要旨を
書〈

目的や場に即した

作業方法(学習)

を選択する

聞き書き・レポートを

書く
＾
見
´
発

自■ L=讚 zJLハ



言語力育成における「選択する .再出する行為J

Ar探すJを手段とする課題を設定した単元 目標とする課題を設定した単元
・君の気持ちはわかるよ(1年生6月 )―自分の

問題酢品の中に投す―

,オノマトベで読微   (1年生10月 )―オノマ
トベから作品を探す―

.ll色のヨ華集(アンノロシー)(2年生6月 )―
色|●趙わしし¶略椒け―

.谷川俊太郎を読む(2年生6月 )―模倣したも
との詰課す―

.京都の伝説―tltヽつたえ(2年生1月～2月 )
―物語の■誦点′投す_

・奇諄読書会(3年生9月 )一表現を揉L4tッ
チコピーにする―

'私の生まれた日(3年生12月～1月 )―観点
に沿って記事探す―

'―千年のI MlSS YOU(3年生12月～2月 )―
リライトされた物語から歌押す―

Aキャリア教育と関わる
単元

B防災教育と関わる
単元

0他教科 他領域と
関わる単元

働く人 1000人 に聞き
ましたく1年生6月 ～フ
月 )

街の人1000人 に聞
きました(2年生6月 )

レポート直しく1年
生6月 )二社会科の
課題との関わリーこの人と仕事 (1年生 7

月 )

・震災の手記を読む
(2年 +1月 )

‐お茶会ブいジェクト(1
年生 10月 )

改めて東日本大震
災から学んだこと一
朗読●l「私たちにで
きること」― (0年生5
月～6月 )

‐リレー劇「走れメロ
スJ(2年生3月 )一
生活とのかかわり

働く人の物語を探る
(2年生2月 )

(資料5)「探す」「関わる」単元一覧

下田教諭は 「単元のテーマ」を学習者自身が「ある

視点に沿つて」 「軽重をつけて取捨選択し、関連性を

持つたエピソー ドとして並べ替えJられるように、 「

生活の物語」や 「単元を学ぶ意義」を周到に準備 して

いる。教師のできることはあくまで 「物語の共有」で

あり、その「発見」や 「意義」は学習者の手によって

行わなければならない。以上の立場に、学習構想にお

ける「選択する・再出する」視点を指摘した。

授業場面における教師の手立てとして、以下を指摘

した。第一に、価値ある多くの作品・情報から二重の

意味での多読 (多く繰 り返し読む)に堪えうる教材を
準備すること。教科書教材を相対化し、学習者の実態

に即応した、またその実態を引き上げる教材を選択す

る教師の批評眼が必須となる。

第二に、実際の思考過程のモデルとなる、表現・語

彙を具体的に示すこと。いわゆる “自分の言葉"は、
モデルとしての表現・語葉から選択する 。再出するこ

とでしか生まれない。自分の認識をつくり出す過程・

方法を明示することが重要である。

第二に、 「選択する 。再出する」を単なる活動では

なく思考行為とするために、学習の手引き、国語通信

の内容・表現を重視すること。教師の準備する以上の

「ことばJは、生活や社会、学習をどのように認識す
るかのモデルの一つとなる (坂 口2013c)

(3)「単元 奇謂読書会」の実際
本稿では新たに2012年度「単元 奇諄読書会J(3
年 :城内中学校)を取り上げる。「手分けをして『奇
諄』を読み合い、その面白さを紹介し合う読書会を開

く」単元である (資料6参照のこと)。

注目したい第一は、語の選択、語の意味の選択が、

単元創造と学習構想の核にあることである。「奇諄」

は [不思議な物語」とどのように違うのか。「幻想小

説・怪奇小説」あるいは「伝説」とどのような関係に

(資料6)学習の手引き①

聞きなれない「奇諄 (きたん)」 とは、「不思議な物

語」を指す言葉です。幻想小説・怪奇小説・神話・ ・
・二年生で学習した「単元 京都の伝説を読む」で取り
上げた伝説も奇諄で九

「不思議な物語Jではなく、「奇諄」という言葉を使
ったのは、この言葉の中に単に「不思議Jと いうだけで

はなく、なんとなく「怪しいJまたは、人間の心のどこ

かをつくような響きを感じるからです。もつとも、これ

は好みにもとづく、私の思い込みかもしれません。 (弓

用者略)でも、名作と呼ばれる「不思議な話J「奇妙な

話」「怖い話」が読み継がれてきたのは、単に話の筋道

がおもしろいからだけではなくて、そこに、人間の姿が

書かれているからに違いありません。

言うまでもないことですが、「奇諄」だからといって

勝手気ままに絵空事 (えそらごと=おおげさで現実には

あり得ないこと)が書かれているわけではありません。
むしろ、ありえなさそうな話を描きながらも、細かな部

分で読み手に「あるあるこういうこと (気持ち)Jと 、
思わせるカーリアリティ (現実感)を生むことばの力が

明確な形であらわれているのではないかと思います。そ

の力を実感するのも読書の楽しみではないでしょう力、

あるのか。類義の語を比較して、それぞれの意味の関

係性を問う視点を提示している。そこから奇諄のもつ
「リアリティ (現実感)を生むことばの力」を意識化
させている。

第二に、学習目的が明確で、その目的と学習指導、

教材との連関が果たされている。まず、教材となって

いる18作品は以下のとおりである。

(資料フ)作品一覧

①′」ヽ泉ノヽ雲「耳なし芳―」

②池澤夏樹「透けて見える大きな身体」

③ポー「黒猫」/④安房直子「鳥J
⑤芥川龍之介「魔術J/⑥プラッドベリ「霧笛」
⑦原田宗典「秘密J/③すやまたけし「素顔同盟J
⑨夏目漱石「第二夜J*『夢十夜』から
⑩ポー「赤死病の仮面」/⑪プラッドベリ「みずうみJ
⑫倉橋由美子「事故J/⑬ピアス「影の檻」
⑭ジェイコブズ「猿の手」/⑮村上春樹「鏡」

⑬メア「なぞJ/⑭モーパッサン「手J
⑬梨木香歩「サルスベリ」

実際の学習では、一つの作品を3～4名以上が手分け

して読み紹介し合うことになる。その学習指導が、①

題名と作者名だけは知っているが、自分の読んでいな

い作品がある、②自分と同じ作品を他2～3人以上は読

んでおり、その読みや評価が交流されるという状況を

生じさせる。これにより「紹介する」という活動が真



坂口京子

正性のあるものになる。 と同時に「おもしろそうだ」
「問いてみたい」という関心を開発することにもなる

だろう。 「紹介するJと いう語の意味に正対した場が

形成されている。

先の18作品は、教科書教材として採択された (てい

る)作品群と、指導者随意の群に分けられる。作品の

文化的・歴史的価値とともに、教師自身の言葉観・作

品観を基準として選択されている。また、どの作品を

どの学習者が担当するかは、下田教諭が日常の授業や

生活の場で一人ひとりの状況を見取り、対話する過程

で決定していくのだという。作品の選択・担当に、学

習者の継続的な実態把握があることに注目しておきた

い。

第二として、学習の手順や方法、評価が「学習の手

引き」によつて具体化されている (資料8)。 手引き

は、全体の流れや手順を示すととヽ に、「紹介する」
「批評するJと は具体的にどういうことをすればよい

か、見通しと方法を示 している。中でも「線を引き、

紹介できるようにしておく」という指示や、「怖い」

「不思議」 「リアル」 「後味Jと いう観点は重要であ

る。これまでの学習や身についている能力・態度を鑑

みての指示である。と同時に、奇謂を読むに適切な観

点が選ばれている。また 「三 評価」にある「あえて

話さない方がいいこと」をどう読み取れるかは、
「紹

介する」という場の真理をどう捉えているかという点

で重要である。 「二つ以上の作品を比較」することも

「話すこと・聞くこと」の評価項目と関連し、読書会

という場の特色をおさえたものとなっている。

第四に、学習の段階性が意識されている。2年生に

引き続いて取り上げられている作品領域であるが、「

探すJが手段から目標へと進んでいる (資料5参照の

こと)。 中心課題は、「リアルだな」 「この表現は頭

に残る」と思つたところを探し、 「作品の味わいにふ

さわしいと思うキャッチコピー」をつけ、 「その理由

を書く」ことである。認識対象 (奇諄)に即した観点

から叙述を「探す」ことが目標となっている。

第五に、学習者自身が選択できる余地や領域が残さ

れている。 「他の作品Jを読むことが推奨されている

が強制はされていない。観点は提示されているが、一

つから二つの「星でJ度数を示すことができる。会の

進め方や実際の話し言葉がモデルとして示されている

が、会はそれ通 りには進まない。ここには学習の自由

度や裁量がある。好みや個性といつた主観的判断が尊

重されている。稿者は、実際の 「読書会」の授業を参

観している。奇諄についてその怖さやリアルな表現、

不思議さが語られてゆく中で、誰がどんなふうに度数

をつけそれはどういう理由なのか、友達の評価やコメ

ントを楽しく待つ。教室はそんな和やかで温かい雰囲

気に包まれていた。読書の楽しさを共有する場が形成

されていた。

(資料8)学習の手引き②

二 学習の手順
1 学習の手順・方法の確認

(1)小泉人雲「茶碗の中」 村上春樹「鉛筆削り」を読み
「奇諄」とはどういうものかを確認する。

(2)作品の紹介のしかた 批評のしかた等を確認する。
(3)読書会に至るまでの手順を確認する。

2 読書会の準備

(1)あ らすじをまとめる。

*話すl慣番に箇条書きをする。

(2)「 リアルだな」「この表現は頭に残るJと思つたとこ

ろに線を引き、紹介できるようにしておく。

(3)次の観点で、星で点数をつけその理由を書きとめる

①怖い度 ②不思議度 ③リアル度 ④後味 (読後感)
(4)作品の味わいにふさわしいと思うキャッチコピーを考

え、その理由を書く。例)省略

(5)読書会資料原稿を書く。→提出

(6)他の作品も読んでみて、自分で点数をつけてみる。→

作品のまとめシー ト提出

*短い作品も多いので、三編は読みたい。

3 読書会
(1)担当が作品を紹介する。二名いる場合には、二人目は

あらすじ以降の事柄について述べる。

(2)話題の流れによっては、順番を変えて作品を紹介する

こともある。質問なども交えながら進める。

4 二編以上の作品を比較して感想を書く。
三 評価
[読むこと]・ ・・紹介準備シートから

○リアリティーを感じさせる表現に目をとめることができ

きた。

○作品のあらすじ・山場・紹介すべきこと。あえて話さ

ない方がいいことが読み取れている。

○二つ以上の作品を比較して、物語の展開や表現の面白

さ (怖さ)等について自分の考えをまとめることができ

た 。

「話すこと・聞くことJ ・・・読書会・読書会シー トから

○読書会の雰囲気を大切にして、聞き手の様子を見ながら

わかりやすく作品を紹介することができた。

O前の人の発言に付けカロえたり、つながりのある発言をし

たり、また、友達のそうした良い発言に気付くことで

きた。

2 2 芳賀純一実践 (静岡大学附属教育学部静岡小
学校)

(1)物語を「読むこと」における問題

芳賀純一実践は、年間を通じての指導計画の立案と

検証にその特色がなる。まず芳賀教諭の問題意識を確

認 しておこう。



言語力育成における「選択する 再出する行為J

芳賀教諭は、現在の「単元を貫く言語活動Jの問題
は「外発的動機付けによる読みの目的化」により「教

材の持つ魅力や価値を十分味わわないままに、言語活

動の表面的なできばえを求めることにもつながりかね

ないことにある」と述べている。 目指すべきは 「子ど

もたちが言葉にこだわり、言葉に寄り添いながら教材

となる作品の世界に浸り、互いの読みをぶつけ合いな

がら新しい考えをもつたり、読みを深化させたりする

国語科教室」であり「それらが子どもたちの主体的学

習から成立することJであると述べている。
その上で「物語を主体的に読み深めることができる

要件Jと して、①読みの課題となる価値ある問いを持
つことができること、②自分自身の読みをつくること

ができることを挙げている。

(2)学習方法の獲得と「選択する。再出する」
以上の課題解決に向けて、2012年度第3学年の学習

指導計画が立案され実践された。その実際が (資料9

)である。附属学校での実践のため、教材は芳賀教諭
が全て選択して配置している。

まず注目したい第一は、語の選択、語の意味の選択

が学習構想において重視されていることである。その

一つに「物語を読むために身に付けたい要素」の扱い

がある。芳賀教諭は、第3学年で培うべき要素の全体

を (資料10)のように提案し、作品の特徴に合わせて

段階的に指導している (資料9参照のこと)。

(資料9)年間指導計画・実践 (第 3学年)

以上の要素を指導する際、子どもなりの言葉で理解

し、学級集団で共有する、あるいは場合によつては定

義を創出することが重視されている。それが「学級の

読みの文化の基盤」になり、そのことによって、読み

の要素が学習者一人ひとりの読みの視点に転換してい

くからである。

例えば「ゆうすげ村の小さな旅館」 (6・ 7月 )の学
習で 「作品のおもしろさJと いう要素を、子どもたち

は「大事な所」「肝心な所」と定義し共有した。その

後の学習では、継続してこの要素を学習していつた。

芳賀教諭によれば、「モチモチの木J(2月 )を学習
する頃には「子どもたちの問い」は「初めから焦点化

されるようになつた」という。語の意味を選択して共

有化し、活用していく過程で「学級の読みの文化の基

盤Jが うまれ、価値ある問いをもてる読みの力に行為
化されていったのである。

第二に、学習目的が明確で、その目的と学習指導、

教材との連関が果たされている。例えば「つり橋わた

(資料10)「物語を読むために身に付けたい要素J

a 設定 (人物・時 場所)   b 登場人物と主人公
c 事件  d 心情とその変化 c 構成と展開
fあらすじ g 表現 (表現技法・情景描写等)
h伏線   i 具体と抽象   j 作品のおもしろさ
k 主題  l象 徴
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れJは、「その日の出来事や様子に注目し、 トッコの
気持ちの変化を想像するために、 トッコになつて日記
を書こう」という言語活動が設定されている。作品自

体が「主人公の変化や変化のきつかけとなる事件がは

つきりして」おり、「行動描写や情景描写に優れてい

て、叙述をもとに心情を想像する学習にも向いている

」ことから選択された言語活動である。

以上は年間を通して徹底されている。 (資料9)を

見ると、それは、大きく二つの枠組みで捉えられてい

ることがわかる。一つは、文学作品個々の価値ある問

いを追究していく学習、もう一つは文学作品の構造や

表現をモデルとして表現活動に展開していく学習であ

る。前者に「サーカスのライオン」 「モチモチの本 J

があり、 「心に残つたこと」や 「おもしろさ]につい

て 「のべ合Jう こと、 「勇気」という主題 (語)につ

いて考えることが中心である。後者に「ゆうすげ村の

/Jヽ さな旅館J 「三年とうげ」力`あり、 「しょうかいカ
ー ドをつくろうJ、 「物語作り」に「ちょうせんしよ

う」という表現活動が中心となつている。認識対象の

質にふさわしい認識活動が選択されている。

第二に、学習方法としての 「視写J「書き込み」を

段階的に指導している。着目すべき・関係づけるべき

語の選択とそこからの再出の指導である。注目語句を

できるだけ短くすること、板書によリモデルを示すと

いう指導である。

(資料11)「つり橋わたれJ第 4時板書

以上の「書き込み」の視点は7点である。 a疑間を

書くb重要語句に注目して抽出する (線、丸)c語句
を関係付ける (矢印、囲み)d想像した心情を書き込
む (赤色)e語句の意味や働きを解釈する (青色)f
前の場面と比べて本場面を解釈する (黒色)g交流後
の加筆 (緑色、橙色)。 以上を、学習者の実態や教材

に即して適宜指導していく。
「つり橋わたれ」第4時では、まず「言葉はどれ」

かを問う。線を引いた一文から「きゅっとJや 「じめ

る」といつた語に注目できるようにさらに問う。そこ

(資料12)「つり橋わたれ」第4時の実際の指導

「トッコの気持ちを想像するためのヒントになる言葉

はどれだろうJと考えた子どもたちは、「トッコは、

きゅっとくちびるをかみしめて、ゆれるつり橋を見ま

した。Jの初めの一文に線を引く。その際、教師は「

くちびるをかむJが悔しい気持ちを表していることを

子どもと確認するが、同時に「きゅっと」や 「じめる

」といつた語に注目できるような投げかけをすること

で、 トッコがとても悔しかつたことや、一語一語の大
切さを感じることができるようになる。

から「力を入れていること」や 「とても悔しい」 「悔

しい心をがまんする」を導き出している。

第四に、子どもたちの発言を選択して全体化する指

導である。 「サーカスのライオンJ(9・ 10月 )の実
践報告に注目してみよう。

(資料13)「サーカスのライオン」の発言

「男の子を助けたときに拍手するならわかるけど、『

じんぎのいない』サーカスで相手をするのはどうして

かなJと 問いを持った。この問いを持ったことで、じ

んざのいないサーカスの意味を理解するに至つたので

ある。

しかし、この問いの解決は子どもたちには難しかっ

た。子どもたちが自分の考えを書いているとき、机間

巡視をしている教師に「何だか主役がいない誕生会で

『ハッピーバースデー』って歌ってるみたいだねJと

つぶやいた子どもがいた。全体での話し合いで子ども

たちから互いに納得できるような考えが出なかったと

き、教師がH子を指名し、そのつぶやきを全体化し、
「主役がいないのにその人のためにやる会ってあるの

かなJと問いかけた。

すると、A子が「あつた !」 と叫び、「おそう式」

と「ついとう式」と答えた。全員で 「追悼Jの意味を

国語事典で調べると、子どもたちは日々に「そうだっ

たのかJ「わかった」という声を挙げた。

芳賀教諭は
「H子を指名 し、そのつぶやきを全体化

し」ている。ここで注目したいのは、この「つぶやき

」が机間巡視中、H子 と芳賀教論 との対話の中で発生

した “いまだ不完全な読み"であることである。作品
の価値ある問いについて交流する際、よくわからない

認識状況を子どもたちの言葉や、その交流の中で解き

明かしていく過程は重要である。しかしながら「互い

に納得できるような考えが出なかつた」とき、価値あ

る発言を選択しそこに注目させることは教師の仕事で

ある。この場面でも、芳賀教諭がH子の「つぶやきを

全体化」したことが「おそう式」 「ついとう式」とい

う発言を引き出し、その語が子どもたちの認識をより

明確にして問題の理解を深めている。



言語力育成における「選択する 再出する行為」

第五に、方法の選択意識を醸成 している。 「ゆうす

げ村の小さな旅館」 (6・ 7月 )では「物語しょうかい

カー ド」が3種類準備されている。芳賀教諭は、物語

の「要素を意識 して読み、まとめることができるよう

Aには詳細な、Bには簡単な手引きが付いている。 C
は、自力解決型のシー トである」と述べ、子どもたち

自身に使いたいシー トを選択させた。シー トを自身で

選ぶという判断の場を設けることで、自己評価に関わ

る能力・態度も見えてくるという。

(資料14)「しょうかいカードJの項目

A 美月が本当はウサギだつたことが分かるヒントを
まとめてみましょう。①・②名前③ ④美月はどん
な人 ?⑤作っていたものは?(以下略)

B 美月が本当は兎であることが分かるヒントを書き
出してみましょう。

C しょうかい文に入れたい内ようや言葉をせい理し
ておきましょう。

3種類のシー トは以上のように、項目の数と内容に

差異がある。Aは項目と観点を具体的に示す、Bは項

目を示し観点は示さない、Cは項目も示さないと徐々

に難しくなつている。Aの 「①・②名前」は名前につ

いての異なる叙述2か所を抜き出させる指示である。

ちなみに「美月」と「宇佐見Jである。

叙述を選択する能力・態度を育成する上で、個々の

学習者の実態にきめ細かく対応している。ここから、

この能力・態度が第3学年において大きく差の出るも

のであることも読み取れよう。

3 考察
まず以上に検討した下田実践・芳賀実践を、第人次

学習指導要領との関連において考察する。その上でt

柳田教科書の現代的意義と、今後の国語科教育が目指

すべき方向性について考えてみたい。

3 1 下田実践・芳賀実践における選択する 再出
する行為

下田実践「単元 奇諄読書会」は「読書」と「読書
会」との表現形式の転換と考えるととらえやすい。個

々に読む「読書」を、クラスで作品を紹介する「読書

会Jに表現形式を転換すると考えると、何をどう指導
しなければならないかが見えてくる。ここでの重要点

は「紹介する」という目的である。

指導すべきは、①紹介するという目的に即した叙述

を選択すること、②目的に即した観点 (「怖い度」「

不思議度」「リアル度」等)に より、作品や①を批評
し、自身の評価・立場を選択することである。その選

択する行為がなされることで、読書会において「紹介

する」という言葉化が可能となる。この手順がないと

何をどう紹介すればよいのかが曖味になり、全員が取

り組むことができる学習とはならないのである。

そこで、教材の選択、学習の段階性が重要となるこ

とはこれまで検討したとおりである。改めて取り上げ

ておきたいのは、「読書会」における学習の段階性で

ある。この学習が可能となるためには、①対話が成立

する学習集団の形成、②メモする能力 (読み・開いて

叙述を選択する力)の定着、③ある程度の長文を各自
が読み通せる力がその前段までに育成されていなけれ

ばならない。特に、友だちの紹介を聞きながら要点を

メモすることは、重要な叙述をどう選択するか瞬時の

判断が求められる。中学校3か年を見通した積み重ね

が必要となる。

芳賀実践は、以上の基礎段階を系統的かつ螺旋的に

指導している。小学校第3学年での実践という点はき

わめて重要な示唆を与えている。

第八次学習指導要領 (2008)は小学校 「C読むこと

」の「指導事項」第 1・ 2学年に「オ 大事な言葉や文
を書き抜くこと」「力 楽しんだり知識を得たりする
ために、本や文章を選んで読むこと」を示し、選択す

る。再出することを基本的な能力・態度に位置づけて

いる。とはいえ、「大事な」という観点で叙述を抜き

出す力や、本や文章を「選んで」読む力は実に高い認

識能力ではあるまいか。以上は、認識対象に対してあ

る程度の理解がないと発揮できない能力である。目的

や場が設定されて初めて働く力でもある。先の下田実

践においても、奇講を紹介する上で、あるいはその紹

介を聞く上で、「大事な」言葉や文を「探す」ことが

学習の重点となっていた。

実際、芳賀実践は第3学年で改めて視写・書き込み

を指導し、第1・ 2学年の「指導事項」を定着させるこ

とから学習を開始している。そのことが、子どもたち

の課題である「価イ直ある問いをもつこと」 「自分の読

みをもつことJに直接に関わる能力だからである。こ

れまで見てきたように、子どもたちの傾向として選択

するべき叙述を選べない、重要な語を選びきれないこ

とがある。先の3種類のシートが象徴するように、芳

賀教諭はそこに徹底した指導を入れていく。そのこと

で子どもたちの読みは徐々に焦点化し、再出すべき内

容の言葉化につながつていく。教材の価値・特色を基

とした学習課題を設定するとともに、その課題に対し

て何をどう選びどう再出するのか、その点を指導する

ことの重要性が見えてくる。

3 2 柳田教科書の現代的意義と今後の課題
ここで注目したいのは、柳田教科書の体系・系統で

ある。その小学校第1・ 2学年段階の「選択する行為」
「選択する対象」 (資料4)に は次のようにある。

○ある観点から着目すべき叙述を選択する

○客観的な叙述 (形容、行動、場所、順序等)

○主観的な判断 (おもしろいところ、心に残つた
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ところ)

学習者一人ひとりの「主観的な判断」を賞揚しつつ、

一方で「ある観点」から「着目すべき叙述」を選択さ

せている。先の下田実践、芳賀実践において検討した

ように、以上はその後の学習に生きて働く能力・態度

であり、教材や目的・場に即しつつ、系統的かつ螺旋

的な指導が行われなければならない。

柳田教科書「小学校編」は、以上の能力・態度を育

成する上で、「具体的な観点を示し、それにそった叙

述を丁寧に選択し関係づけて再出する」ところから学

習を開始している。1年生段階では、絵と絵を関係づ

ける、絵と文を関係づけるといつた学習である (2013

b)。 その後、第3・ 4学年で「関係づけるべき叙述を

選択しJ、 叙述と叙述・根拠と理由・抽象と具体それ

ぞれの「関係づけ」を言葉化すること、第5・ 6学年で

「評価すべきモノ・コト」や「事実に即した表現Jを

選択すること、「中学校編Jで、目的や場に応じた叙

述・表現形式・文種 。構想・方法を選択することを求

めている。

先に確認したように、第八次学習指導要領は小学校

第1・ 2学年段階から目的的な「選択する」能力・態度

の養成を要求している。柳日教科書に比しより早い段

階からの位置付けである。その要因の一つは、社会の

要請の変化であろう。進展する高度情報化社会への対

応を鑑み、目的的かつ探究的な学習が小学校入門段階

から求められているのである。

しかしながらここに、現在の国語科教育が抱える間

題の重大な事由があるのではなかろうか。すでに別稿

で指摘したように、近年の情報処理分野研究からは、

人間は「過去の選択を踏まえた意思決定」は一般的に

行いづらいものであり、「選択という行為そのもの」

を「支援Jしなければならないという指摘がある。実

際、大学生を対象としたライフログ「選択肢ログJが

一定の効果をあげたという報告もなされている (坂 口

2013c)。 意思決定過程における「選択するJは重要

な認識能力であるが、同時にきわめて高度な性質のも

のであり、その「行為そのもの」を「支援」しなけれ

ばならないという指摘である。ここから柳田教科書の

現代的意義が見えてくる。

柳田教科書は、最終的に、事実・価値をどう選択し

どこに真理を求めていくべきか、「自ら考へ、自ら判

断すJる能力・態度の養成を目指している (佐野2002

)。 その第一歩が繰り返し確認した「ある観点から着

目すべき叙述を選択する」という能力・態度であると

すれば、目指される目的的かつ探究的な言語活動にお

いても、以上に関わる能力・態度を継続的かつ螺旋的

に「支援」していくことはきわめて重要である。今後

の言語力育成において国語科が核とすべき指導内容の

一つであると考えられる。
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